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(57)【要約】
　システムにより、人が、公的にアクセス可能なロケー
ションにおいて、電子デバイスを安全にリサイクルする
ことが可能になる。特に、移動体電話機の所有者によっ
て、説明する実施形態を使用して、電子キオスクを介し
てリサイクルするために彼／彼女の移動体電話機を提出
し、何らかの形態で補償を受け取ってもよい。補償は、
現金、バウチャー、クレジットカードまたはデビットカ
ード、あるいは、他の磁気的なまたは電子的な取引方法
を通して分散されてもよい。
【選択図】　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　キオスクにおいて、
　リサイクルされることになるデバイスを識別するデバイス識別手段と、
　前記デバイス識別手段に結合され、前記デバイスを自動的に受け取って検査するデバイ
ス検査手段と、
　前記デバイス検査手段に結合され、前記デバイスに対する補償価値を決定する評価手段
とを具備するキオスク。
【請求項２】
　前記デバイスは、電子デバイスである請求項１記載のキオスク。
【請求項３】
　前記デバイス識別手段は、前記デバイスのブランドおよびモデルを選択するための対話
式データ入力手段を備える請求項２記載のキオスク。
【請求項４】
　前記対話式データ入力手段は、タッチスクリーンを含む請求項３記載のキオスク。
【請求項５】
　前記デバイス検査手段は、カメラを備える請求項１記載のキオスク。
【請求項６】
　前記カメラは、前記デバイスのイメージを取り込んで、それを基準イメージと比較し、
前記デバイスの表面の状態を決定する請求項５記載のキオスク。
【請求項７】
　前記デバイス検査手段は、前記デバイスに電気的な接続を提供するためのコネクタを備
える請求項６記載のキオスク。
【請求項８】
　前記コネクタを使用して、前記デバイスの操作性を決定する請求項７記載のキオスク。
【請求項９】
　複数のコネクタをさらに含む請求項６記載のキオスク。
【請求項１０】
　前記システムは、前記デバイスの識別に基づいて、前記デバイスに関係付けられている
コネクタを識別する請求項９記載のキオスク。
【請求項１１】
　前記デバイスは移動体電話機である請求項１０記載のキオスク。
【請求項１２】
　前記補償価値は、商品券、下取り価値、現金、およびクーポンのうちの１つの形態であ
る請求項１１記載のキオスク。
【請求項１３】
　デバイスをリサイクルする方法において、
　キオスクにおいて、ユーザからデバイスを受け取ることと、
　前記デバイスを自動的に識別して検査することと、
　前記デバイスに対する補償価値を決定することと、
　前記ユーザに前記補償価値を提案することとを含む方法。
【請求項１４】
　前記提案した補償が受け入れられたときに、前記キオスク中に前記デバイスを保管する
ことと、
　前記デバイスに対するオンラインオークションを自動的に開始することとをさらに含む
請求項１３記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【優先権の主張】
【０００１】
　本特許出願は、２００８年１０月２日に出願された米国仮特許出願第６１／１０２，３
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０４号および２００９年６月２日に出願された米国仮特許出願第６１／１８３，５１０号
に対して優先権を主張し、これらのそれぞれは、その全てが参照によりここに組み込まれ
ている。
【システムの背景】
【０００２】
　典型的な消費者により使用されたリサイクル可能なデバイスの数が非常に増えてきてい
る。これらのデバイスには、セル電話機や、ＰＤＡや、ｍｐ３プレーヤーや、ＧＰＳデバ
イスや、カメラや、電子ブザーや、遠隔制御や、コードレス電話機や、計算機等が含まれ
る。リサイクル可能なデバイスの新しい技術およびモデルが急速なペースで投入され、こ
の急速なペースにより、多くの消費者が１つ以上のリサイクル可能なデバイスを頻繁にア
ップグレードするまたは取り替える状況が作り出される。多くの場合、消費者は、先のリ
サイクル可能なデバイスを廃棄せず、むしろ、それを使用するのを止めて、新しいデバイ
スを使用し始めるだけである。これは、このようなデバイスの数世代にわたって起こるか
もしれない。
【０００３】
　リサイクル可能なデバイスに加えて、セル電話機やＭＰ３プレーヤー等のようなポータ
ブル／移動性の電子デバイスと、コンピュータ、プリンタ、およびこれらに類するものの
ような非ポータブル電子デバイスとを含む、比較的高い頻度置換レートを有する他の多く
のタイプのデバイスがある。電子デバイスに加えて、ＣＤ上、ＤＶＤ上、またはカートリ
ッジ上のゲームのようなコンテンツベースのデジタルメディアや、あるいは、ＣＤ、ＤＶ
Ｄ、ブルーレイ（登録商標）等のようなエンターテイメント大容量記憶装置アイテムがあ
る。リサイクリングによるか、または、適切な廃棄の手順により、環境に優しい手法でこ
のようなアイテムを取り扱う必要性がある。リサイクル可能なデバイスの所有者が、この
ようなデバイスをリサイクルすること、または、このようなデバイスを適切に廃棄するこ
とはいずれも、便利ではなかった。デバイスの所有者が、使用したデバイスで“正しいこ
とをする”インセンティブは、現在のところない。所有者が、デバイスを使用することだ
けを止めて、デバイスを単に保管庫に入れているときには、別の人によるリサイクルまた
は再使用の機会が失われる。所有者が、通常のゴミコンテナにデバイスを処分するだけの
場合、デバイスの適切なリサイクリングまたはデバイスの安全な廃棄が妨げられる。
【０００４】
　この現象に関係する１つの特定の問題は、セル電話機の例により示すことができる。世
界中には３６億人より多い移動体電話機ユーザが存在し、毎年、年間１０％成長している
。さらなる特徴を持つ新しいモデルと、新しい標準規格とが発展しているので、移動体ハ
ンドセットの置換レートは、だいたい１８ヶ月ごとである。古い移動体電話機のコンスタ
ントな強化を保証する、収益性の高い２年間のサービス契約を顧客にサインさせるための
インセンティブとして、ワイヤレスキャリアは、コストを下回る電話機、または、無料の
新しい電話機も提案する。古い移動体電話機および他の移動体デバイス（ページャ、ＰＤ
Ａ）は、環境に対する脅威の増加を表す。２００７年の時点で、アメリカには、引き出し
の中か、または、既に廃棄物の流れの中かのいずれかの中に、リサイクルされるのを待っ
ている７億５０００万台より多い移動体電話機がある。さらに１億５０００万台強ほどが
、今年加えられ、来年にはより多くが加えられるだろう。いったん廃棄物の流れの中に入
ると、これらのデバイスは、鉛、水銀、カドミウム、ヒ素、および他の有害物質を上水道
の中に漏らすことがある。自治体は、それらの廃棄物を焼却することが多く、これらの有
害物質は即座に空気中に出て、雨水で地上に戻ってくる。解決する必要がある問題は、大
衆が自身の移動体電話機および他のリサイクル可能なデバイスをリサイクルまたは再販売
することを簡単にし、アクセスし易くさせることである。移動体電話機がリサイクルまた
は再販売されていない２つの理由は、リサイクリングまたは再販売の設備にアクセスする
のが難しいことと、２つ目には、移動体電話機上に記憶されている情報についての安全性
の懸念とがある。この例は移動体電話機に関するものであるが、すべてのリサイクル可能
なデバイスに同じ問題が当てはまる。
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【システムの簡単な概要】
【０００５】
　公的にアクセス可能なロケーションにおいて、セル電話機、ＭＰ３プレーヤー等のよう
なポータブル／移動性の電子デバイスと、コンピュータ、プリンタ、およびこれらに類す
るもののような非ポータブル電子デバイスとを個人が安全にリサイクルし、寄付し、下取
りし、および／または売ることが、システムにより可能になり、ＣＤ上、ＤＶＤ上、また
はカートリッジ上のゲームのようなコンテンツベースのデジタルメディアや、あるいは、
ＣＤ、ＤＶＤ、ブルーレイ等のようなエンターテイメント大容量記憶装置アイテムも電子
デバイスと同様である。移動体電話機をリサイクルする実施形態では、移動体電話機の所
有者によって、説明するシステムを使用して、電子キオスクを介してリサイクルするため
に彼／彼女の移動体電話機を提出し、何らかの方法で補償を受け取ることができる。補償
は、現金、バウチャー、クレジットカードまたはデビットカード、あるいは、他の磁気的
なまたは電子的な取引方法を通して分散されてもよい。
【０００６】
　１つの実施形態では、移動体電話機や、ＧＰＳ受信機や、カメラや、プリンタや、コン
ピュータや、テレビや、ステレオ等のような、以前に使用されたリサイクル可能なデバイ
スをリサイクルおよび再生する目的のために、これらのデバイスを消費者から収集する方
法が、公的にアクセス可能なロケーションにおけるキオスクである。キオスクは、１つ以
上の取引オプションを表示する。方法はさらに、ユーザとキオスクディスプレイオプショ
ンとの間の対話を含んでいてもよい。キオスクディスプレイオプションは、これらのデバ
イスに電力を供給することと、テストおよび光学スキャニングすることと、これらのデバ
イス中に記憶されているデータを消去することと、デバイスの価値に対する補償の決定お
よび消費者による受け入れを含んでいてもよい。方法はさらに、現金の分配や、または、
クーポンを通しての兌換可能なバウチャーや、あるいは、デビット払いのまたはクレジッ
ト払いのクレジットカードや、ユーザ指定のチャリティーへの電子寄付や、あるいは、他
の電子的な支払い方法を含むさまざまな補償方法が、キオスクとの対話を通して消費者に
より選択されることを含んでいてもよい。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】図１は、システムのリサイクリング／ベンディングマシンの実施形態の斜視図で
ある。
【図２】図２は、システムのネットワークインプリメンテーションの実施形態を示す図で
ある。
【図３】図３は、システムの実施形態の動作を示すフロー図である。
【図４】図４は、システムの実施形態の動作を示すフロー図である。
【図５Ａ】図５Ａは、システムの実施形態におけるディスプレイの状態を示している。
【図５Ｂ】図５Ｂは、システムの実施形態におけるディスプレイの状態を示している。
【図５Ｃ】図５Ｃは、システムの実施形態におけるディスプレイの状態を示している。
【図５Ｄ】図５Ｄは、システムの実施形態におけるディスプレイの状態を示している。
【図５Ｅ】図５Ｅは、システムの実施形態におけるディスプレイの状態を示している。
【図５Ｆ】図５Ｆは、システムの実施形態におけるディスプレイの状態を示している。
【図５Ｇ】図５Ｇは、システムの実施形態におけるディスプレイの状態を示している。
【図５Ｈ】図５Ｈは、システムの実施形態におけるディスプレイの状態を示している。
【図５Ｉ】図５Ｉは、システムの実施形態におけるディスプレイの状態を示している。
【図５Ｊ】図５Ｊは、システムの実施形態におけるディスプレイの状態を示している。
【図５Ｋ】図５Ｋは、システムの実施形態におけるディスプレイの状態を示している。
【図５Ｌ】図５Ｌは、システムの実施形態におけるディスプレイの状態を示している。
【図６】図６は、システムの検査ポートの実施形態を示している。
【図７】図７は、システムの検査ポートの別の実施形態を示している。
【システムの詳細な説明】



(5) JP 2012-504832 A 2012.2.23

10

20

30

40

50

【０００８】
　システムは、ワンストップ環境において、消費者と他者とが、彼らのリサイクル可能な
電子デバイスを売り、リサイクルし、または、寄付するためのパスを提供する。システム
は、リサイクル可能な電子デバイスを受け取り、識別し、視覚的に検査し、電気的にテス
トし、電気的に消去し、品質をグレードを付け、コンテナに詰め（バッグに入れ）、ラベ
ルを付け、そして、ストックするリサイクリング処理ステップの組み合わせを実行できる
、公的な空間におけるキオスクのネットワークを意図している。システムは、その後、デ
バイスの所有者に対する何らかの形態の補償を決定することができる。この補償は、直接
的な支払い、口座上のクレジット、チャリティーへの寄付、将来の購入に対するディスカ
ウントクーポン等の形態であってもよい。デバイスの所有者は、提案された補償を受け入
れることも、または、取引を後戻りして、デバイスを取り戻すこともできる。
【０００９】
　以下の説明では、移動体電話機に関しての例が与えられている。しかしながら、システ
ムの精神および範囲から逸脱することなく、他のリサイクル可能なデバイスを含むかなり
多数の他のデバイスまたはアイテムによって、システムを実現できることを理解すべきで
ある。システムは、数ある中で、何らかの中古の電子デバイスあるいは他の消費者電子デ
バイスおよび電気デバイスに当てはまる。
【００１０】
　図１は、本システムの実施形態にしたがって構成されているリサイクリングキオスク１
００の部分的に概略的な正面の斜視図を示している。この実施形態におけるキオスク１０
０は、ソーダマシン、両替マシン、缶リサイクリングマシン、または他のベンディングマ
シンのような、典型的なサイズおよび形のベンディングマシンである。
【００１１】
　この実施形態の１つの側面では、リサイクリングキオスク１００は、移動体電話機投入
領域１０６と、紙幣およびバウチャーのアクセプター／ディスペンサー１０７と、カード
リーダー１０９と、再生されることになる移動体電話機のための移動体電話機コレクター
１１２と、リサイクルされることになる移動体電話機に対する移動体電話機受口（クイッ
クドロップ）１０８と、（示していない）計算および通信設備とを備えている。遠隔コン
ピュータからの結合および遠隔コンピュータへの結合は、ワイヤードＬＡＮを、ワイヤレ
スＬＡＮを、あるいは、セルラまたは他の何らかのプロプライエタリ通信システムを、介
するインターネットのような通信ネットワークに対する単一結合であってもよい。キオス
ク１００は、デバイス内に、処理手段またはコンピュータを備えていてもよい。これは、
Ｌｉｎｕｘ（登録商標）またはＭＡＣ ＯＳ（登録商標）のような何らかのオペレーティ
ングシステムを動作させる、標準的なＰＣ、または、他のタイプの組み込みコンピュータ
であってもよい。システムは、実行可能なアプリケーションと、テストソフトウェアと、
データベースと、リサイクリングキオスクを動作するのに必要とされる他のソフトウェア
とを記憶するだろう標準的なハードディスクドライブである、記憶デバイスを備えていて
もよい。
【００１２】
　通信システムは、インターネットへの接続を提供するワイヤードイーサネット（登録商
標）であるか、あるいは、データ通信のための、ＧＳＭ（登録商標）、ＣＤＭＡ、３Ｇお
よび４Ｇ技術のようなワイヤレスモデムを使用することができるかのいずれかとすること
ができる。この通信システムは、ワイヤレスデータ通信の当業者によりよく知られており
、商業的に入手可能である。
【００１３】
　キオスク１００はまた、バーコードリーダー１２５と、バッグ／パッケージディスペン
サー１２０と、指紋リーダー１２８と、デジタル署名パッド１３０とを備えている。投入
領域１０６は、電話機検査エリアとしても機能する。ここで図６および図７を参照すると
、検査エリアは、１つ以上のカメラ６０１～６０４と、拡大ツール７０１（すなわち、拡
大鏡）と、バーコードスキャナーと、重量スケールと、熱検出器と、ＵＶリーダー／検出
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器と、これらに類するものとを備えることができる。
【００１４】
　リサイクリングキオスク１００はさらに、タッチスクリーン１１８のようなユーザイン
ターフェースデバイスを備えていてもよい。タッチスクリーン１１８は、キーパッドや、
ユーザ選択ボタン１１５Ａ～１１５Ｄや、ソフトキー等を実現してもよい。タッチスクリ
ーン１１８を使用して、リサイクリングキオスク１００のさまざまな特徴および機能への
すばやく簡単なアクセスが可能になる。ディスプレイスクリーン１１８は、カラーで、モ
ノクロで、または“グレースケール”で、情報を表示してもよく、ディスプレイスクリー
ン１１８を使用して、ユーザインターフェースのエレメント、広告、または他の情報を表
示してもよい。リサイクリングキオスク１００は、現金と、クレジットカードと、デビッ
トカードと、チップカードと、キオスクのホストロケーションからのギフトカードまたは
他のギフトカードと、他の磁気ストラップカードまたは電子的な支払い方法とを含むさま
ざまな形態の支払いを受け入れることができる／分配することができる。リサイクリング
キオスク１００の１つの実施形態では、リサイクリングキオスク上で広告される製品の広
告主、プロバイダと、顧客が通信することと、リサイクリングキオスク１００を使用する
際の支援に顧客がアクセスすることとが可能になるように、（示していない）電話機ハン
ドセットを備えていてもよい。他の実施形態では、マイクロフォン／スピーカー構成を使
用してもよい。リサイクリングキオスクはまた、移動体電話機テストおよび他のサービス
の間に使用するためのデジタルカメラを備えている。キオスクはまた、Ｓｅｃｏｎｄ Ｈ
ａｎｄ Ｄｅａｌｅｒ Ｌａｗｓに準拠する目的のために、同じカメラまたは他のカメラを
使用して、ユーザのイメージを記録することができる。キオスクはまた、シールすること
が可能なプラスティックバッグの供給部１２０を備えており、シールすることが可能なプ
ラスティックバッグには、予め印刷されたバーコードラベルが貼られる。キオスク１００
はまた、バーコードをスキャンして、キオスクにおいて取引されている電話機とバーコー
ドとを関係付けるバーコードリーダー１２５を備えている。バーコードリーダーおよび／
またはＵＶ検出器を使用して、識別しているバーコードを、あるいは、製品モデルまたは
製品番号を識別するための他の形態のエンコードされた情報を、スキャンすることができ
る。システムは、バーコードリーダーを使用して、バッテリーパックの内部にある、バー
コードが付けられた識別子を読み取ることができる。アップル（登録商標）および他社の
ようなあるベンダーにより使用されている“目に見えない”バーコードを読み取るために
、ＵＶを使用することができる。マシンのバーコードリーダー、カメラ、またはＵＶ検出
器を使用して、製品モデルＩＤ、ＩＭＥＩ＃、および／またはＦＣＣ ＩＤを識別する。
【００１５】
　さらに、検査プロセスの前のまたは検査プロセスの間のある時点において、ＣＥデバイ
スを予めバッグに入れ、予めボックスに入れ、またはＣＥデバイス上にバーコードラベル
を置くように消費者に求めてもよい。ホイール、スライド、またはレバーを使用して、バ
ッグの中に、ボックスの中に、または直接ビンの中に、ＣＥを落とすように消費者に指示
してもよい。バッグの中にまたはボックスの中に落とす場合、ホイール、スライド、レバ
ーを使用して、外側のパッケージにシールするように消費者に指示してもよい。
【００１６】
　これらに限定されないが、ベンダー／モデルや、状態や、価値や、視覚的な品質や、物
理的なダメージや、水のダメージや、ロックされているまたはロックされていないという
ことや、キャリア互換性や、電話機の周波数や、サポートされているセルラ標準規格のタ
イプ（ＣＤＭＡ、ＧＳＭ等）や、あるいは、これらのパラメータの組み合わせを含むパラ
メータにしたがって、各キオスク１００は、電話機をビンに入れるだろう。各キオスクビ
ンの在庫は、その後、自動的にキオスクからオンラインウェブポスティングへと送信され
、それにより、オークション、すなわちライブオークションを開催することができ、バイ
ヤーがリアルタイムで特定のキオスクからの特定のビンに値を付けて購入することが可能
になる。その後、この次にキオスクが使用可能になるまでの間に、各特定のキオスクから
落札者にビンを発送することができる。ビンは、単一のモデルにまたはモデルのグループ
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に関係付けることができる。他のケースでは、特定のタイプの電話機（例えば、ＣＤＭＡ
）に、または、意味をなす他のグルーピングに、ビンを関係付けることができる。ビンは
また、その物質的価値に対してリサイクルされることになるデバイスに関係付けられてい
てもよく、ビンが一杯のときにだけ発送すべきである。そのデバイスが、即座のアフター
マーケット再販売需要を有しており、キオスクへのリアルタイム接続により、リサイクル
されるデバイスのリアルタイム在庫追跡と、リサイクルされるデバイスをビンに入れるこ
ととが可能になるので、他のデバイスをできる限りすばやく発送する必要があることを見
分けるためにそれらをビンに入れる。
【００１７】
　１つの実施形態では、システムのディスプレイが、移動体電話機の異なるモデルに対す
る現在の購入価格を表示する。このことを使用して、再販売またはリサイクリングのため
に自身の使用していた電話機をキオスクに持って行くように顧客を促し、顧客にインセン
ティブを提供することができる。キオスクは、定期的および周期的にサーバと通信して、
このようなデータを受信し、それにしたがってキオスクのディスプレイを更新することが
できる。キオスクに提供される価格付けデータは、消費者に対する提案価格と呼ばれ、リ
サイクルされるデバイスの各メーカー／モデルに対して変化する、および、定期的なベー
スで（すなわち、毎日）変化する、アクターマーケット販売価格に基づいている。消費者
に提示される提案価格は、アフターマーケット再販売者により提供される価格付けデータ
からリサイクリング料金を引くことにより決定される。
【００１８】
　キオスクはまた、キオスクが実質的に絶えず動作可能であるように、その消耗品（紙、
インク等）のすべてを監視し、新しい補給品を自動的に要求する。
【００１９】
　図２は、システムの実施形態にしたがって構成されているネットワークトポロジー２０
０を示している。この実施形態の１つの側面において、複数のリサイクリングキオスク２
０２が、通信リンク２０４または２１０を介して、通信ネットワーク２０６に結合されて
いてもよい。この図２では、２つの形態の接続しているリサイクリングキオスクを示して
いるが、いくつかの実施形態が予想される。リサイクリングキオスクの実施形態の例には
、さまざまな形態のベンディングマシン、オープンモバイルサービスインターフェース（
ＯＭＳＩ、ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｏｍｓｉ－ｆｏｒｕｍ．ｏｒｇ／）ベースのキオスク
、および他の小売自動マシンが含まれる。また、通信リンク２１２を介して通信ネットワ
ーク２０６に結合されているのは、リサイクリングキオスクサーバ２１４であってもよい
。
【００２０】
　リサイクリングキオスク２０２または２０８において顧客により選択された取引は、リ
サイクリングキオスクサーバ２１４にルーティングされてもよい。この実施形態の別の側
面では、リサイクリングキオスクサーバ２１４は、データベース２１５に結合されていて
もよい。データベース２１５は、同じまたは別のリサイクリングキオスクサーバ２１４上
に記憶されていてもよく、あるいは、（示していない）別のサーバ中に存在していてもよ
い。そのデータベース２１５が同じまたは別のサーバ上に記憶されているか否かに関わら
ず、リサイクリングキオスクサーバ２１４上で実行しているソフトウェアが、データベー
ス２１５中に記憶されているデータをどのように取り出すことができるかを当業者は理解
するだろう。データベース２１５は、タッチスクリーンユーザインターフェースを介して
顧客に提供されている、あるいは、ワイヤード通信またはワイヤレス通信経由で移動体デ
バイスに提供されている、バウチャーに関連する一意的な識別子と、各一意的な識別子に
関係付けられている個人識別番号と、電話番号と、クレジット金額と、識別したバウチャ
ーが既に使用されているか否かの表示と、何らかのリサイクリングキオスク２０２上また
は２０８上でリサイクリングサービスを提供することに関する他の当該情報とを含む情報
を記憶していてもよい。この実施形態の１つの側面では、ワイヤード通信またはワイヤレ
ス通信経由でユーザの移動体デバイスに配信されることになる、メディアコンテンツまた
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は実行可能なアプリケーションを、データベースが転送する。
【００２１】
　この実施形態のさらに別の側面では、リサイクリングキオスクサーバ２１４は、通信リ
ンクを介して、バイオメトリクスサーバ２１６とコンテンツサーバ２１８とに結合されて
いてもよい。バイオメトリクスサーバ２１６は、不正なクレジットカードの防止を含む、
さまざまな不正の検出および防止活動を行う。コンテンツサーバ２１８は、ユーザインタ
ーフェースコンテンツを記憶することと、リサイクリングキオスク２０２上および２０８
上で使用するために広告することとを含むさまざまな活動を実行してもよい。コンテンツ
サーバ２１８上に記憶されているコンテンツが、さまざまな通信リンクおよびプロトコル
を介して、コンテンツをレンダリングするリサイクリングキオスク２０２および２０８に
どのように転送されるかを当業者は理解するだろう。
【００２２】
　コンテンツサーバ２１８上に記憶されているコンテンツは、イメージや、拡張可能なマ
ークアップ言語（“ＸＭＬ”）ドキュメントや、ハイパーテキストマークアップ言語（“
ＨＴＭＬ”）ドキュメントや、オーディオや、ビデオや、テキスト等と、リサイクリング
キオスク２０２または２０８がコンテンツを正しくレンダリングすることを可能にする命
令とを含んでいてもよい。例として、キオスクにおける消費者人口統計を特にターゲット
にした、または、時間帯ベースの、広告および他のコンテンツは、コンテンツサーバ２１
８から取り出された後で、リサイクリングキオスク２０２上および２０８上でレンダリン
グされてもよい。デパートメントストアに配置されているリサイクリングキオスク２０２
は、コンビニエンスストアに配置されているリサイクリングキオスク２０８とは異なる広
告を表示することがある。付加的に、デパートメントストアに配置されているリサイクリ
ングキオスク２０２は、異なる人口統計をターゲットにするために、夜間および週末の間
とは異なる広告を平日の間に示してもよい。さらに、スポーツ用品売り場に配置されてい
るリサイクリングキオスク２０２は、電子機器売り場に配置されているリサイクリングキ
オスク２０２とは異なる広告を示すことがある。
【００２３】
　リサイクリングキオスクは、デパートメントストアおよびコンビニエンスストアに加え
て、ショッピングセンターと、歩道と、ガソリンスタンドと、ＤＶＤレンタル店と、食料
品店と、レストランとを含む、多くの公的なロケーションまたはそうでなければアクセス
可能なロケーションに配置することができる。リサイクリングキオスクサーバ２１４はま
た、通信リンク２２２を介して、リサイクリングキオスク通信ネットワーク２２４に結合
されていてもよい。複数のサービスプロバイダシステム２２８もまた、通信リンク２２６
を介して、リサイクリングキオスク通信ネットワーク２２４に結合されていてもよい。サ
ービスプロバイダシステム２２８の例には、ｅＢａｙ（登録商標）と、セルラ電話機会社
と、銀行カード会社と、サービスプロバイダからのサービスのアグリゲーターとにより動
作されるシステムが含まれる。これらのさまざまなサービスプロバイダシステム２２８は
、異なるコンピュータシステム上で独立して動作してもよく、異なる通信プロトコルを使
用してもよい。同じまたは異なる通信プロトコルまたはシステムソフトウェアを使用して
いるにもかかわらず、リサイクリングキオスクサーバ２１４は、複数のサービスプロバイ
ダシステム２２８とそれぞれ個別に、または、複数のサービスプロバイダシステム２２８
と共同で、ならびに、パラレルにまたは順次、情報を交換することができる。
【００２４】
　図１および図２で説明した実施形態の可能性ある使用シナリオが図３で示されている。
ステップ３０１において、顧客は、移動体電話機を売ることまたはリサイクルすることを
選ぶ。顧客は、自身の移動体電話機が販売／再生に対してサポートされているか否かをキ
オスクのスクリーン上のリストから確かめる。顧客は、スクリーン上のメニューシステム
を起動し、電話機モデルを直接入力するか、あるいは、電話機が販売の対象であるか、ま
たは、リサイクリングのみの対象であるかを決定するための一連のメニューを進む。モデ
ル電話機を識別した後に、顧客は、ステップ３０１においてオプション的に、収益を寄付
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するためのチャリティーを選択してもよく、および／または、そのグループに適切なクレ
ジットを与えることができるように資金調達グループを識別してもよい。他の実施形態で
は、これらのステップを後の時間において行うことができる。１つの実施形態では、不正
な請求を防ぐために、または、盗んだ電話機を売っている可能性のある顧客を識別するた
めに、キオスクが顧客の写真を撮り、その写真を電話機および取引に関係付ける。
【００２５】
　決定ブロック３０２において、電話機がリサイクリングに対してのみ利用可能であるか
どうかが決定される。はい、である（すなわち、再販売に対して利用可能な電話機のリス
ト上にその電話機がない）場合、顧客は、ステップ３０３において移動体電話機を受口１
０６の中に挿入することができ、電話機は、リサイクリングのためにビン１１２の中に落
ちる。リサイクルされる電話機に対するタックスバウチャーが、１０７を通して提示され
てもよい。
【００２６】
　電話機が、再生／再販売に対してサポートされている場合に、顧客はその後、システム
のテスト／格付け動作に携わるように促される。ステップ３０４において、システムは、
電話機に結合するための正しいコネクタを決定する。接続性オプションは、これらに限定
されないが、ケーブル、標準規格のまたはプロプライエタリのコネクタ、ハードドック、
読取リムーバブルメモリまたは外部物理メモリ、あるいは、ｗｉｆｉ（登録商標）、ブル
ートゥース（登録商標）、ＲＦＩＤ、ＮＦＣ、およびこれらに類するもののような他のワ
イヤレス方法とを含む。１つの実施形態では、システムは、既知の電話機モデルに対する
複数のコネクタを備えている。電話機モデルの識別に関するユーザからの入力に基づいて
、システムは、正しいコネクタを選択し、それを顧客に提案することができる。他の実施
形態では、複数のコネクタが利用可能であり、（名前、色等により）識別されており、ユ
ーザは、どれを使用すべきかについて知らされる。別の実施形態では、ユニバーサルコネ
クタを使用して、電話機に接続する。電話機が接続された後で、システムは、電話機を置
くべきケージまたは受け台を提示する。既知の位置または未知の初期位置に電話機がある
ので、写真機器または他の機器を使用して、視覚的に電話機を検査することが可能になる
ように、これは設計されている。
【００２７】
　ステップ３０５において、電話機を接続して、１０６の中に挿入する。このことが正し
く行われた場合に、顧客には、何らかの表示（例えば、グリーンライト）が与えられ、シ
ステムはステップ３０６に進む。例えば、ソフトウェアは、“検査ビン”の中にデバイス
をある向きで置くように消費者に命じることがある。消費者は、その後、手動で向きを変
えるように求められることがある。代替的に、ユーザは、向きを変えるために、ホイール
を回すか、あるいは、スライドまたはレバーを使用するように求められることがある。二
つ折りの電話機のようなデバイスを開くように、ビデオカメラ上のドアまたはビューファ
インダーを開くように、フラッシュのような機能をポップアップして開くように、カバー
をスライドさせて開くように等し、その後、アイテムを検査エリアに戻すように、消費者
は求められることがある。ユーザはまた、ケーブルを取り付けるように求められることが
ある。ユーザはまた、拘束手段を取り付けるように、ならびに／あるいは、ホイール、ス
ライドおよび／またはレバーを使用して、デバイスに関する拘束手段を施すように求めら
れることがある。
【００２８】
　ステップ３０６において、診断を使用して、例えばＯＭＳＩインターフェースを介して
動作させて、電話機の動作がテストされる。診断には、電話機のバッテリーと、スクリー
ンと、メモリと、ボタン機能性と、構造的な完全性とをテストすることを含む、電気的な
および物理的なテストが含まれていてもよい。
【００２９】
　１つの実施形態では、電話機を写真に撮り、解析ソフトウェアを使用して、引っかき傷
や、ひび割れや、摩耗のパターンや、へこみや、壊れているまたは欠落している部品や、
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レンズ、ボタン、コネクタ、バッジ、ラベリング、および／またはブランディングのよう
な特徴を含んでいることを識別する。イメージの比較により、または、電話機を撮った写
真を標準化して、基準イメージと比較する他の類似する方法により、識別を行ってもよい
。視覚的なおよび／または電気的なテストとともに、特有の重量を決定し、そのデータを
使用して、製造業者の検証および厳密なデバイスモデルの検証をさらに正確に行うために
、キオスク中の各デバイスを計量することを含む他の検査方法を使用してもよい。別の実
施形態では、写真のイメージを使用して、正しい製造業者およびモデル番号／製品番号を
識別する。視覚ＩＤは、以下のものの何らかの組み合わせを含むことができる：測定、フ
ィジカル（例えば、ｍｍ、ｉｎ．．．）、画素数、または他のものに基づいての計算。電
話機の寸法、ボタンの位置／サイズ、ＬＣＤ、および他の物理的な特性に基づいての識別
。１つのカメラまたは複数のカメラを使用して、必要に応じて、高さ、幅、奥行きを決定
してもよい。（電話機に対する）キャリア、ブランド、モデル、シリアル番号、他の識別
子のような識別子のＯＣＲ（光学式文字認識）に基づいての識別。バーコードに基づいて
の識別。消費者は、ＣＥをその正面、背面、側面に向けるように求められ、その後、必要
に応じて向きを変えるように求められることがある。消費者は、英数字またはバーコード
データのような識別可能なアイテムへのアクセスを得るために、ＣＥのカバー、バッテリ
ー、およびこれらに類するものを取り除くように求められることさえある。システムは、
デバイスを識別し、その価値を決定し、可能性ある不正を減らすための電気的な検査とと
もに視覚的な検査を使用する方法を提供する。システムは、視覚的なシステムにより、電
話機の予備的な識別を決定することができ、その後、その電話機のための正しいケーブル
を提示またはライトアップするので、消費者は正しいケーブルを差し込むことができる。
システムは、その後、視覚的な識別が本当に正しかったことを電気的なテストにより確認
し、それから、その機能性および価値を決定するために電話機をテストすることができる
。
【００３０】
　収集した情報を比較することにより、および、収集した情報をデータベースと比較する
ことにより、識別を行う。デバイスの電気的なテスト、消去、または再プログラミングを
実行するという目的のために、キオスクシステムにより正しいモデル識別を使用して、デ
バイス特定情報のデータベースから正しい電気的なコネクタを決定する。ステレオ、コン
ピュータ、ＤＶＤプレーヤー、ゲームコンソール等のような、電子的に評価することがで
きる消費者電子デバイスに対して、デバイスの視覚的な識別に加えて、または、デバイス
の視覚的な識別の代わりに、電子的な検査のためのケーブルコネクタタイプを識別する必
要があるかもしれない。これは、コネクタ受口の寸法および形を視覚的に識別することに
より、行うことができる。これはまた、受口の中のピンまたはコネクタポイントの識別を
含むことがある。キオスクシステムは、電気的なインターフェースを移動体デバイスに自
動的に接続することができ、または、電気的なコネクタを電子デバイスに接続する方法を
ユーザに指示することができる。別の実施形態では、電話機の視覚的な評価と表面の状態
のグレード付けとを行うことができる人間のオペレータに対して、イメージを電子的に転
送する。別の実施形態では、割り当てられたグレードまたは格付けに顧客が同意しない場
合に、格付けについて議論するために、人間のオペレータとの双方向通信を提供する通話
ボタンをシステムは備えている。
【００３１】
　別の実施形態では、視覚的な／電気的な検査のための同じ設備を有するが、それ自身が
評価する製品を必ずしもビンに入れて保管しない“マイクロキオスク”がある。マイクロ
キオスクは、おそらくディスクリート周辺デバイス（コンピュータ、カメラ、複数のケー
ブルコネクタ、プリンタ、バーコードスキャナー、指紋リーダー、署名パッド等）のグル
ープにより、オペレータにより使用されるだろう。このシステムは、取引を完了させるよ
うに、および、不正から守るように、オペレータ、店員、または技術者に要求するだろう
。これは、床面積が限られている小売店や、顧客と店員の関与が高いモデルの小売店や、
ならびに、電話機の処理業者および／または再生業者のような、何らかの現場のための完
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全なキオスクよりもさらに適切なソリューションであるかもしれない。
【００３２】
　１つの実施形態では、システムは、電話機に関係するキャリアと通信して、例えば、有
効性確認または認証や、登録されている所有権や、口座ステータスや、使用されている時
間等を含む、デバイスに密接な関係があるかもしれない何らかの情報を収集する。いくつ
かのケースでは、顧客の識別情報が、登録されている所有者情報と一致しないときに、可
能性ある取引の電話機の所有者に警告するために、システムは、何らかの方法（自動電話
機通話、ｅメール、テキストメッセージ等）で、所有者とされる人に自動的に連絡するこ
とがある。
【００３３】
　システムの実施形態の別の特徴は、電話機上に個人情報があるかどうかを決定すること
である。これは、メモリ中の特定の記憶装置レジスタ中にあるデータ（例えば、クイック
キー記憶番号）の存在により、または、ファイルタイプ（ｊｐｅｇ、ｍｐ３等）を見るこ
とにより、決定することができ、さもなければ、すべての非デフォルトの記憶装置ロケー
ションが個人データを含んでいるにちがいないと仮定するだけで決定することができる。
顧客には、電話機からデータを消去する機会が提供される。１つのオプションより、まず
データをダウンロードし、その後、顧客により指定されたロケーション（例えば、ｅメー
ルアドレス、ウェブサイト等）にデータを送るように顧客が要求することが可能になる。
別の実施形態では、顧客がメモリカード（例えば、ＵＳＢドライブ、メモリスティック等
）を入れるためのスロットがあり、そこにおいてシステムは、メモリデバイスにデータを
アップロードするだろう。さらに別の実施形態では、所望された場合に、システムは、ユ
ーザが何らかの後の時間においてそこからデータを取り出すことができるウェブロケーシ
ョンを提供する。別の実施形態では、キオスクにおいて、あるいは、キオスクのロケーシ
ョンまたは他の何らかの店において顧客により購入された別の電話機の中にデータを置か
せることを、ユーザは選ぶことができる。顧客は、システムにより提供されている記憶装
置ロケーションにアクセスするためのユーザ名とパスワードを選択することができる。
【００３４】
　診断の結果に基づいて、システムは、電話機に格付けを割り当てる。この格付けは、複
数のカテゴリー（例えば、とても良い、良い、普通、悪い）、文字のグレード（Ａ、Ｂ、
Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ）、または数値目盛り上のランキングのうちの１つの選択とすることがで
きる。システムは、その後、データベースにアクセスし、現在の再販売価値に基づいて、
電話機に対するリアルタイム価値を決定する。システムは、使用されたデバイスの価値付
けを更新するために、リアルタイム接続性またはバッチ接続性を使用して、オークション
システムまたはプレオークションシステムに接続してもよい。
【００３５】
　ｅＢａｙまたはＣｒａｉｇｓｌｉｓｔ（登録商標）のようなオンラインサイトから、こ
のデータを集めることができ、データは、システムにより発生されて、周期的に更新され
てもよく、データは、消費者ガイドに、または、電話機に対する現在の価値を決定するた
めの他の何らかの適切な方法に、基づいていてもよい。通信ネットワーク２０６を使用し
てのリサイクリングサーバ２１４への通信を介して取得した現在の市場価格により、価値
が決定される。リサイクリングサーバは、サービスプロバイダのうちの１つから、電話機
に対する現在の市場価格を取得し、データベース上の市場価格を定期的に記憶する。図１
で説明した実施形態では、オーディオビジュアルまたは他のユーザインターフェースコン
テンツ、あるいは、リサイクリングキオスク２０２および２０８の他の側面を更新するメ
カニズムが利用可能である。例として、コンテンツを更新する必要があるときには、コン
テンツサーバ２１８においてコンテンツのみを更新する必要がある。リサイクリングキオ
スク２０２および２０８は、通信ネットワーク２０６を介して、コンテンツサーバ２１８
から、更新したコンテンツを取り出す。上記で説明したように、リサイクリングキオスク
２０２により使用されるコンテンツは、他のリサイクリングキオスク２０８により使用さ
れるコンテンツや、または、別のリサイクリングキオスク２０２により使用されるコンテ
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ンツとさえ、同じであってもよく、または、異なっていてもよい。いったん価値が決定さ
れると、ステップ３０７においてキオスクに価値が提供される。システムは、その後、典
型的には再販売価値よりも少ない、電話機に対する価格または他の報酬を顧客に提案する
。他の実施形態では、システムは、現在のリアルタイム市場価格における価格または報酬
を顧客に提案することができる。
【００３６】
　ステップ３０８において、ユーザが提案を受け入れることを望むかどうかが決定される
。望まない場合、システムはステップ３０９に進み、ケージのドアを開けて、電話機を顧
客に返す。ユーザが提案を受け入れることを望む場合には、システムはステップ３１０に
進む。ユーザが価格を受け入れた時点で、システムはその後、検査エリアをロックして、
ユーザによる電話機へのさらなるアクセスを防ぐことがある。システムは、その後、取り
付けられていたあらゆるケーブルを取り外してもよい。ステップ３１０において、ユーザ
は、キーパッド上またはタッチスクリーン上で確認することにより、決定を受け入れたこ
とを示す。１つの実施形態では、間違った場合に、顧客が取り消すことができるように、
システムは、ユーザの受け入れを決定するためのマルチステージプロセスを有している。
この時点で、システムは、電話機からの個人データの削除を進めることができる。さらに
、いったん取引が確認されると、システムは、診断データと取引それ自体とに関係付けら
れている取引番号により、電話機にタグ付けすることができる。これは、トレーサビリテ
ィの目的のために、電話機に物理的に貼られる、印刷された接着性のラベルであってもよ
く、および／または、取引番号に対応する電子データを電話機それ自体上にローディング
することであってもよい。
【００３７】
　ステップ３１１において、システムは、電話機の何らかの付加的なテストおよび診断を
完了して、電話機からケーブルを取り外し、顧客に対してレシートを印刷する。顧客のク
レジットカードまたは口座をクレジットすることにより、現金を分配することにより、あ
るいは、バウチャーまたはクーポンを分配することにより、キオスクを介して、資金の移
動を認可することができる。他の実施形態では、システムは、顧客にレシートを発行し、
顧客はその後、支払いを受けるために、例えばキオスクのロケーションに関係する店にレ
シートを持って行くことができる。電話機の価値をチャリティーに寄付することをユーザ
が選んだ場合には、顧客にはその後、寄付レシートが発行され、決済は、後にチャリティ
ーにより達成される。
【００３８】
　ステップ３１２において、システムは、その在庫データベースを更新し、通信ネットワ
ーク２０６を介して、キオスクサーバ２１４に更新を送信する。
【００３９】
　これらに限定されないが、デバイスのベンダー／モデル、状態、価値や、発送の優先順
位や、ロックされているかまたはロックされていないかや、キャリア互換性や、電話機の
周波数や、サポートされているセルラ標準規格のタイプ（ＣＤＭＡ、ＧＳＭ等）や、ある
いは、これらのパラメータの組み合わせを含むパラメータにしたがって、各キオスク１０
０は電話機をビンに入れるだろう。各キオスクビンの在庫は、その後、キオスクからオン
ラインウェブポスティングに送信され、それにより、ライブオークションを開催すること
ができ、バイヤーがリアルタイムで特定のキオスクからの特定のビンに値を付けて購入す
ることが可能になる。その後、この次にキオスクが使用可能になるまでの間に、各特定の
キオスクから落札者に直接ビンを発送することができる。
【００４０】
　これらのオンライン提案の発生は自動化することができる。電話機の各モデルに対する
適切なテキストを前もって準備することができる。電話機の記述書もまた、電話機の知覚
された状態に基づいて自動化することができる。最後に、キオスクサーバに検査写真を電
子的に通信することにより、それらをオンライン提案中に含めることができる。電話機が
ロックされているかまたはロックされていないか否についての情報と、電話機がｓｉｍカ
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ードや、拡張されたメモリや、あるいは他の記述情報および特徴を含んでいるか否かにつ
いての情報とともに、診断およびテストの情報を提案の一部として提供することができる
。
【００４１】
　他の実施形態では、電話機は、最初にキオスクから収集され、その後、再販売チャネル
に乗せられる。いくつかのケースでは、再販売の前に、電話機を再生し、再調整し、また
はアップグレードしてもよい。別の実施形態では、デバイスがコネクタに取り付けられて
いる間に、システムは、デバイス中のファームウェアを自動的に更新することができる。
電子的に行うことができる何らかの更新または改良は、キオスクにおいて自動的に達成す
ることができる。
【００４２】
　キオスクの１つの使用は、慈善グループまたはコミュニティグループによる資金調達を
促すことであってもよい。例えば、リサイクリングのために、古くなった缶やボトルを収
集する代わりに、スカウトや、リトルリーグや、または他のグループのようなグループが
、お金を調達するために、電話機のようなリサイクル可能なデバイスを収集して、キオス
クを使用することができる。１つの実施形態では、グループは、システムに登録して、グ
ループ識別番号を受け取る。各個人もまた、個人番号を受け取ることができる。これは、
資金調達者間の友好的な競争を促すためのものである。システムは、提供されている、寄
付されたデバイスの数と価値とに基づいて、各資金調達者にクレジットを割り当てること
ができる。さらに、登録プロセスにより、チャリティーグループまたは資金調達グループ
に対する資金の自動的な入金が可能になる。資金調達グループが、電話機を提供したエン
ティティでないときでさえ、何らかの顧客は依然として、何らかの資金をチャリティーに
寄付することを選ぶことができる。登録されているチャリティーグループおよび資金調達
グループのリストを顧客に提示することができ、顧客は、顧客の収益のうちのすべてまた
はいくらかを受け取る１つ以上のものを選択することができる。
【００４３】
　多くの電話機およびリサイクル可能なデバイスは、プロプライエタリ充電器を含んでい
る。システムの１つの実施形態は、充電器を同様にテストできるように、ユーザが、充電
器を差し込んで、コネクタを受口に挿入するための能力を意図している。システムは、そ
の後、同じ取引番号により充電器にタグ付けして、その価値を価格および再販売に含める
。
【００４４】
　システムは、電話機の表面の状態を格付けするだけでなく、バッテリーの状態も格付け
することができる。いったん接続されると、システムは、バッテリーが充電を保持する能
力を決定することができ、その電圧および電流を測定することができ、バッテリーにも同
様に格付けを割り当てることができる。
【００４５】
　図４は、システムの動作の別の実施形態を示すフロー図である。図４のフロー図は、図
５Ａ～図５Ｌのタッチスクリーンディスプレイイメージの実施形態とともに説明する。ス
テップ４０１において、動作が開始する。キオスク１００のディスプレイは、図５Ａにお
けるもののようであってもよい。スクリーンの上の部分は、Ｒｅｃｙｃｌｅ Ｍｙ Ｃｅｌ
ｌ Ｐｈｏｎｅ５０１と、Ｐｒｉｎｔｅｒ Ｒｅｃｙｃｌｅ Ｏｆｆｅｒ５０２と、Ｃｏｍ
ｐｕｔｅｒ Ｒｅｃｙｃｌｅ Ｏｆｆｅｒ５０３（これは、Ｄｅｌｌのような単一の企業か
らのような、ブランド名の付いたまたはスポンサー付きのリサイクル提案であってもよい
）と、Ｄｅｖｉｃｅ Ｒｅｃｙｃｌｅ Ｏｆｆｅｒ５０４（最初の３つのボタンによってカ
バーされていない、他のデバイスおよびリサイクル可能なアイテムに対してこのボタンを
使用してもよい）とのような、多数の選択可能なオプションを含んでいてもよい。所望さ
れた場合には、ディスプレイの下の領域５０５においてアトラクトループ（すなわち、映
画）が提供されてもよい。アトラクトループを使用して、ユーザにシステムの使い方を教
えることもできる。
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【００４６】
　１つの実施形態では、ｗｉｆｉをブロードキャストして、ｗｉｆｉイネーブルな電話機
にコンテンツをプッシュすることができる。システムは、このようなワイヤレス送信を介
してユーザに注意を喚起することにより、その存在をユーザに気づかせることができる。
さらに、キオスクは、店のロケーションに対する、および／または、付加的な収益源とし
ての第三者に対するコンテンツを、再生ならびに／あるいはブロードキャストすることが
できる。
【００４７】
　ステップ４０１においてユーザが取引のタイプを選択した後に、システムは次のスクリ
ーンに移る。例示の目的のために、ユーザがセル電話機をリサイクルすることを選んだと
想定する。ユーザは、図５Ｂにおいて示されているように、スマートフォン５０６または
セル電話機５０７を選ぶことにより、セル電話機のタイプを選択する。
【００４８】
　ステップ４０２において、ユーザは、図５Ｃにおけるブランドの選択のようにして、電
話機のブランドを選ぶ。ユーザのブランドが５Ｃ上に示されていない場合、“さらなる”
選択が利用可能である。１つの実施形態では、キーボードが提供され、ユーザは、ブラン
ドを打ち込むことができ、オプション的にオートコンプリート機能が提供される。図５Ｄ
において示されているように、ステップ４０３において、ユーザには、特定の製造業者に
対する多数のモデルが提示される。ユーザは、ステップ４０３においてモデルを選択する
。
【００４９】
　ステップ４０４において、ユーザは、バッグビン１２０からバッグを手に入れるように
指示される。ステップ４０５において、ユーザは、バッグの中に電話機を置き、ジップロ
ックまたは他の何らかの適切な手段を使用して、バッグにシールする。１つの実施形態で
は、各バッグには、予め印刷されたバーコードラベルが各バッグに貼られている。別の実
施形態では、キオスク１００は、ユーザがバッグ上に置くことができる、バーコードが付
けられている自動接着性のラベルをプリントアウトすることができる。ステップ４０６に
おいて、ユーザは、キオスク１００のバーコードリーダー１２５を使用して、バーコード
をスキャンする。
【００５０】
　ステップ４０７において、キオスクが、デバイスを自動的にバッグに入れてもよく、ま
たは、ユーザが、シールしたバッグをキオスク１００の検査ビン１０６の中に置いてもよ
い。ステップ４０８において、ユーザには、スクリーン５Ｅにおいて示されているような
デフォルト価値が提示される。このデフォルト価値は、未知の状態でのそのタイプの典型
的な電話機に対するものである。ローカル的に記憶されているデータベースにアクセスす
ることにより、あるいは、キオスクと中心位置との間のネットワーク通信を介して、動的
に更新されるデータベースにアクセスすることにより、価値を決定してもよい。
【００５１】
　決定ブロック４０９において、最初の価格を受け入れることをユーザが希望するかどう
かを決定する。希望する場合、システムはステップ４１３に進む。希望しない場合、シス
テムはステップ４１０に進み、電話機に対する可能性あるより高い価値を決定するための
一連の質問に進む。ユーザは、最初に、ステップ４１０においてキャリアを識別するよう
に求められる（図５Ｆ参照）。ステップ４１１において、ユーザは、電話機の電源が入る
か否か（図５Ｇ）、ディスプレイが正常に動くかどうか（図５Ｈ）、および、電話機に水
のダメージがあるか否か（図５Ｉ）のような、電話機についての他の質問が尋ねられる。
【００５２】
　ステップ４１２および図５Ｊにおいて、ユーザに新しい価値が提示される。いくつかの
ケースでは、新しい価値はより高いものであるが、他のケースでは、より低くなることも
あり、すべてはユーザにより提供された応答に依存する。この時間の間に、システムは、
検査ビンの中に内蔵されているカメラを介して、電話機の自動化された検査を行ってもよ
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い。他の例では、電話機の自動化された電子解析を達成することができるように、ユーザ
は、電話機をコネクタに差し込むように求められることがある。
【００５３】
　ステップ４１２においてユーザが新しい価値を受け入れた場合には、または、ステップ
４０９においてユーザが受け入れた場合には、システムは、ステップ４１３においてユー
ザから個人情報を収集するように進む。キオスクが配置されている小売店に関係付けられ
ている顧客ロイヤルティー番号を入力することにより、クレジット／デビットカードをマ
シンに通すことにより、運転免許証をマシンに通すことにより、または、図５Ｋおよび図
５Ｌで示されているような、キオスクのタッチスクリーン上に提示されているキーボード
を使用しての手動入力により、これを達成することができる。
【００５４】
　ステップ４１４において、ユーザは、店のクレジット、チャージカードクレジット、デ
ィスカウントクーポン等のような、複数の補償方法のうちの１つを選択する。ユーザが支
払いを受ける方法を選択した後で、ユーザは、親指またはその他の指をキオスク１００の
指紋リーダー１２８に置くことにより、指紋を入力するように促される。ステップ４１６
において、ユーザは、キオスク１００上の電子署名パッド１３０に署名し、ステップ４１
７において取引を完了する。
【００５５】
　付加的な実施形態
　代替的な実施形態では、パーソナルコンピュータや、電子レンジや、または他の何らか
のリサイクル可能な電子デバイスのような、より大型の電子デバイスを含む、システムを
使用してリサイクルすることができる複数の電子デバイスに対するリアルタイム価格付け
を証明する目的のために集中サーバと通信する、相互に接続されているキオスクのネット
ワークをシステムは提供する。システムは、価格付け、クレジット、および対話に関連す
る機能性を実現するが、リサイクルされる品を受け取って転送するための多数の異なるイ
ンプリメンテーションを提供する。システムはまた、物理的な転送は、他の方法で行われ
る、システムへの初期エントリとすることができるウェブバージョンを含んでいてもよい
。
【００５６】
　上記で述べたように、システムは、タッチスクリーンディスプレイや、プリンタや、保
管受口や、デバイスを保管するための封筒／バッグを持つ対話式のキオスクを提供する。
ユーザインターフェース（ＵＩ）は、リサイクルされるアイテムの価値を、または、下取
り価値のために小売店に戻されるアイテムの価値を決定する方法をユーザに教える。
【００５７】
　マシンは、デバイスのデジタルメディアの価値を決定するために、さまざまな検査技術
を使用するだろう。検査技術は、製造業者とモデル番号とソフトウェア改訂とを一意的に
識別する識別および分類のための、視覚的な検査と、標準規格（ＵＳＢ、ＨＤＭＩ、ＤＶ
Ｉ等）の電気的なインターフェースおよびプロプライエタリ（アップル、ノキア（登録商
標）等）の電気的なインターフェースを使用する電気的なテストとの組み合わせを含む。
ゲームのようなデジタルメディアの検査またはエンターテインメント大容量記憶デバイス
の検査は、ゲームカートリッジまたはディスクをデジタル的にテストするために必要な、
一意的なインターフェースおよびケーブリングを含んでいてもよい。ＤＶＤ、ブルーレイ
、または他のディスクドライブを使用して、メディアディスクを読み取ってもよい。キオ
スクのソフトウェアは、大容量記憶装置ディスク上またはカートリッジ上またはテープカ
セット上に記憶されているデジタルメディアの合法性、機能性、ならびに品質を検証する
だろう。１つの実施形態では、ユーザは、新しいゲームのリリースに先立ってゲームをリ
サイクルし、新しいゲームの購入のためにクレジットを受け取ることができ、いくつかの
実施形態では、キオスクにおいてリサイクルしていない人より先にゲームを手に入れる優
先機会を得ることができる。
【００５８】



(16) JP 2012-504832 A 2012.2.23

10

20

30

40

50

　システムは、ユーザがシステムと対話するための多数の方法を意図している。可能であ
る場合には、提供されたデバイス上で包括的な検査および解析が実行され、価格またはク
レジットが合意される。別の実施形態では、デバイスの状態の厳密な検査の間に、仮の価
格が合意される。１つの実施形態では、デバイスをキオスクそれ自体に直接預けてもよい
。別の実施形態では、システムは、適切な人員にデバイスを手渡すように、関係する店に
売り手を向かわせる。異なる実施形態では、システムは、売り手がデバイスを別のロケー
ションに発送することができるように、郵送ラベル、封筒、およびこれらに類するものを
提供する。
【００５９】
　小型デバイス：キオスクは、小型のポータブル電子デバイスに対する価格を提供し、い
ったんデバイスが厳密に検査されると、小型のポータブル電子デバイスは封筒に入れられ
、後の支払いのためにキオスクの中に置かれる。
【００６０】
　発送の実施形態／遅延型の補償
　ユーザが、電子デバイスをリサイクルすることを希望し、電子デバイスをローカルの小
売店に持って行く場合に、これを使用する。キオスクにおいて、ユーザは、メニューイン
ターフェースから、リサイクルするデバイスのタイプ（電話機、カメラ等）を選択する。
ユーザは、動作ステータス、引っかき傷、他の不具合、付属品ｙ／ｎ等についての質問に
答える。
【００６１】
　上記で説明したように、キオスクは、現金や、チャリティー寄付に対する割合や、小売
店のギフトカード等のような支払いオプションとともに、推定価値を表示する。売り手は
、個人情報を入力することにより、取引を進めるおよび受け入れることを選ぶ。その時点
で、キオスクはラベルを印刷する。ユーザは、発送バッグ中に電子デバイスを置き、バッ
グ上にラベルを置く。代替的に、バッグには、予め印刷されたラベルが既に取り付けられ
ている。ユーザは、その後、宛先のロケーションにバッグを郵送または発送する。その時
点で、デバイスを厳密に検査して、デバイスの状態、特徴、および操作性が、キオスクに
おける決定または入力に一致しているかどうかを決定してもよい。キオスクにおける決定
または入力の通りである場合に、ユーザには元々の金額がクレジットされるまたは支払わ
れる。デバイスがより悪い状態である場合には、ユーザに通知され、より低い価格が支払
われる。
【００６２】
　ユーザはキオスク中にバッグを挿入する
　大型デバイス
　ＰＣ、プリンタ、またはモニターのような、キオスク中に適合しない、あるいは、郵送
または発送するのが難しい、非常に大型のアイテムをユーザが持っているときのような、
いくつかのケースでは、ユーザは、キオスクと対話して、情報を入力し、価値を決定して
、関係する店の店員にアイテムとともに渡すための事務書類を印刷する。このケースでは
、書類は、小売店と、ＯＥＭと、システムとの間で予め規定されたルールの組に基づいて
したがうための、店員に対するすべての指示を提供する。ユーザには、クレジットされま
たは支払われ、店は、アイテムのさらなる発送または転送を取り扱う。
【００６３】
　コンテンツメディアの下取り／高額品への買い替えの請求
　デジタルゲーム、ＤＶＤ、ＣＤ－ＲＯＭ、ブルーレイディスク等のようなコンテンツメ
ディアの機能性および下取り価値を決定する目的のために、キオスクに接続されているネ
ットワークが消費者により使用されてもよい。アイテムは、カートリッジや、ディスクや
、あるいは、ゲームシステム、ＰＣ、ＤＶＤプレーヤー、およびこれらに類するもののよ
うなコンテンツプレーヤーとともに使用される他の形態のデジタルメディアであってもよ
い。
【００６４】
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　マシンは、メディアが海賊版でないこと、または、ゲームの違法なコピーでないことを
保証するために、ならびに、ゲームが依然として使用可能で、中古市場で販売可能である
ほど、ゲームが良好なデジタル／物理状態であることを保証するために、メディアをテス
トしなければならない。テストの間に知られる情報は、（これらに限定されないが、）メ
ーカー、ゲームの名前および改訂版、ならびにゲームが実際に動作するという何らかの認
定を含んでいてもよい。
【００６５】
　マシンは、実際のゲームコンソールおよび／または他のコンピュータを使用して、ゲー
ムおよびデジタルメディアをテストし、それらの合法性および機能性を検証してもよい。
【００６６】
　動作
　以下に続く手順は、１）価格付けエンジンサーバに対するインターネット接続性を使用
して、デバイス、デジタルゲーム、または他のデジタルメディアの価値を確立する目的の
ための、ならびに、２）キオスクおよびネットワークサーバにより提供される合意した価
格に対して、ユーザに報酬を与える目的のための、マシンとのユーザ対話を説明する。価
格は、キオスクにより価格が確立された後の時間の期間の間（すなわち、２週間）、有効
とすることができる。
【００６７】
　ユーザがメディア引き取りキオスクに近づき、スクリーンにタッチして開始する。
【００６８】
　どのタイプのメディアを挿入するか？ユーザはコンソールを選択し、その後、メディア
識別。
【００６９】
　メディアモジュール／ディスクをどのコネクタに差し込むかをディスプレイがユーザに
指示する（おそらく、マシンは、メディアタイプに基づいて、正しいケーブルまたはポー
トを提示するだけである）。
【００７０】
　ユーザがメディアを挿入する。
【００７１】
　キオスクは、メディアの名前、メーカー、およびデジタル品質（すなわち、引っかき傷
のついたＤＶＤ）を確認する。
【００７２】
　キオスクは、下取り価格を表示するか、あるいは、収益を他のメディアまたは付属品の
購入にあてるための販売促進提案を表示してもよい。
【００７３】
　キオスクは、幅広いさまざまなメディアフォームファクタ（例えば、ディスク、カート
リッジ等）に適応するために、複数のコネクタ、スロット、およびプラグインロケーショ
ンを組み込んでいるだろう。
【００７４】
　キオスクは、メディアが機能することを検証するためにメディアをテストするように使
用される、個別のコンテンツプレイングコンソール（すなわち、ＸＢＯＸ３６０（登録商
標）、Ｗｉｉ（登録商標）等）の集合を組み込んでいるだろう。
【００７５】
　キオスクは、メディアをテストおよび検査することにより、中古の消費者メディアの価
値を決定する目的のための、これらの能力を組み込んでいるだろう。
【００７６】
　キオスクは、インターネットに接続されており、リアルタイム価格付けシステムは、キ
オスクにおいて収集した情報を使用して、市場価格または販売促進下取り価値を決定し、
ユーザに提示するだろう。ユーザは、その後、取引を進めるか、または、見合わせるかを
決めなければならない。
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　ウェブ実施形態
　ウェブベースの価格付けキオスクは、キオスクの経験を再現するが、オンラインで価格
を得た後に、ユーザがデバイスを店に持って行き、デバイスを置いて来ることを可能にす
る。システムは、ユーザが、関係する収集センターに持って行くための、レシート、郵送
ラベル等をプリントアウトすることができる。
【００７８】
　小売業者に対してコンパイルされているときに、小売店がＳｔａｔｅ’ｓ ｅＷａｓｔ
ｅ ａｎｄ ２ｎｄ Ｈａｎｄ Ｄｅａｌｅｒ Ｌａｗｓを遵守していることを実証するため
に使用することができる情報を、電子リサイクリングキオスクは収集する。
【００７９】
　中古品を売っている人を識別するために、リサイクリングキオスクを使用して、写真お
よび指紋のような個人情報を獲得し、必要に応じて、この情報をローカルの捜査当局に提
供し、盗まれた品がリサイクリングプロセスを通して動いているかどうか、および、誰に
よるものなのかを決定することができる。
【００８０】
　ＵＳＢインターフェースを持つデバイスに対して、キオスクは、ＵＳＢインターフェー
スを使用してＰＩＤ／ＶＩＤ ＃を抽出し、メーカー／モデルを決定して、現在の市場価
値のリアルタイムルックアップに基づいて、消費者に価値を提示する。
【００８１】
　システムは、ＨＤＭＩ、ＤＶＩ、１３９４、ｉ－Ｌｉｎｋインターフェースを使用して
、ＥＤＩＤ（ＨＤＭＩ ＩＤプロトコル）に対して、および、同じくＤＶＩに対して、サ
ポートすることができる。これらのプロトコルを使用して、ＣＥデバイスを識別する。
【００８２】
　不正を防ぐまたは減らすために、システムは、多数のテストおよび解析を組み込んでい
てもよい。
【００８３】
　デバイスの重量を測る。これは、エラーになりやすい（ケースあり、ケースなし、バッ
テリーあり、バッテリーなし）。
【００８４】
　模造品を検出するために、デバイスを視覚的に検査して設計のわずかな特徴を検出する
。
【００８５】
　ＩＲ、可視光線、またはレーザがデバイスをスキャンして、所定のデバイスに対する熱
吸収／老朽特性を導出する。この理論は、老朽特性がデバイスのメーカー／モデルごとに
異なり、同じデバイス上のスキャンの方向によって変化するだろうというものである。模
造品のデバイスまたは空のデバイスは、正常な特性を有していないだろう、および、即座
の支払いに対して受け入れられないだろう。このケースでは、ユーザは、人間によって電
話機が検査された後に支払いを受けるオプションを有している。
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